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1) 茨城県山岳連盟が主催する国体予選会に参加し、その順位が上位であった者。

2) 茨城県山岳連盟スポーツクライミング部による書類選考等で出場資格があると認めた者。

2 茨城県山岳連盟が主催する国体予選会における順位決定方法は以下とする。

1)

2)

3)

4) 3)でも同順位となる場合は、予選結果に対して2)、3)を適用する。

5) 4)でも同順位となる場合は、リード競技のより高い順位を有する選手を上位とする。

以上

茨城県山岳連盟における国体選手の選考方法

国民体育大会ブロック別大会（関東ブロック大会）、国民体育大会に出場する意思のある者から、
以下により選考する。

リード競技・ボルダリング競技それぞれで種別ごとの順位を決定し、順位ポイントを設定する。必要
であればリード競技の順位付けにクライミングタイムを利用する。順位ポイントは、決勝を行う場合
は決勝順位、予選のみの場合は予選の総合順位をポイントとする。ただし、同順位の場合は順位の
平均値を順位ポイントとする。

リード競技・ボルダリング競技それぞれの順位ポイントの相乗値を複合ポイントとし、複合ポイント
が小さい選手を上位とする。ただし、選考が行われなかった競技の順位ポイントは1とする。

2)で求めた複合ポイントが同じとなった場合は、より高い順位を有する選手を上位とする。
（例　A選手:L1位，B4位　B選手:L2位，B2位　→　A選手を上位とする。）

ただし、茨城県スポーツ協会による国民体育大会茨城県大会実施要項総則にある参加資格の特例
措置に該当する者がいる場合はそれを優先する。


